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五所川原市役所 

529号 

昭和57年10月15日 

印刷（掬佐々木印刷工業 
\． 	 ノ 

	

市 の 人 口 
	

男 25, 687人 
	

世 帯 数 	14, 661 

	

53, 090人 
	

女 27, 403人 
	

（昭和57年10月 1日現在）住民基本台帳から 

視力障害者にこ声の広報ミを贈る 

市福祉事務所では10月 2日、市内の目の不自由な人を

対象に、市で発行している広報ごしょがわらをカセット

テープに吹き込んだこ声の広報こを贈りました。 

この声の広報は、五所川原市視力障害福祉会（山田文

内会長）から「字の読めない人にも広報を」との要望が

あったため、検討されていたものです。このため、ボラ

ンティア朗読奉仕会（中田久美子会長）が発足し、アナ

ウンサーを招いて録音の方法を学んで準備を進めていま

した。 

身近な福祉関係や市政の動きなどを重点的に収録して

いくことに決め、月2回の広報に合わせて市内約30人の

方を巡回訪問してテープを届けようというものです。 

この日は、長谷川所長と朗読奉仕会員の高橋トミコさ

ん、成田タイさんが市内錦町の山田会長宅を訪れテープ

を手渡しました。 

今回は収録第1号ということもあって、寺田市長のあ

いさつも入り、まずまずの仕上がりとなった。 

集まった方々を代表して山田会長が「今後もこういう

活動を広げていって欲しい」 と感謝の言葉を述べ、長谷

川所長が「力を合わせて続けていくつもりです」と答え

ました。 

同行したボランティアの方々は 「皆さんが本当にこう

いう活動を待っていたんだなあ、私達も頑張らなくては」 

と、意欲を燃やしていました。 
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
九

月

二
十
七
日
、
市
民
文
化
会
館
に
お
よ
そ
五
百

人
が
参
加
し
交
通
事
故
防
止
市
民
大
会
が
開

か
れ
、
「悲
惨
な
交
通
事
故
絶
滅
の
た
め
、
な

お
い
っ
そ
う
努
力
す
る
」
 
こと
を
宣
言
し
ま

し
た
。
 

大
会
で
は
市
交
通
事
故
防
止
対
策
本
部
長

の
寺
田
市
長
が
、
「
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
 

守
り
、
市
民
皆
ん
な
が
協
力
し
て
交
通
事
故

に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通
安
全

功
労
者
の
毛
内
正
さ
ん
（

川
端
町
）
ら
十

一

人
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
優
良
団
体
、
優
良
学

校
等
を
表
彰
、
南
小
六
年
生
の
谷
孝
幸
君
が

体
験
発
表
し
、
中
山
青
年
会
議
所
理
事
長
が

大
会
宣
言
を
読
み
あ
げ
ま
し
た
。
 

ロ
交
通
安
全
功
労
者
 

毛
内
正
（
川
端
町
）
、
高
井
 

健
蔵
（
長
橋
）
、
福
士
美
佐
雄
 

z
 

（高
野
）
、
秋
元
健
一
（幾
島
 

税 期 別 納 期 限 

軽 自 動車税 5 月31日 

市 県 民 税 
1 	期 6 月 30日 

2 期 8 月31日 

固定資産税 

1 	期 5 月31日 

2 期 7 月31日 

3 	期 9 月30日 

国民健康保険税 
1 	期 7 月31日 

2 	期 9 月 30日 

出
稼
ぎ
す
る
皆
さ
ん

へ
 

健
康
診

断
の
お
知
ら

せ
 

市
で
は
、

こ
れ
か
ら
出
稼
ぎ
  

い
。
 

す
る
方
を
対
象
に
就
労
前
の
無
 
な
お
、

詳
し
い
こ
と
は
市
民

料
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
 

課
出
稼
対
策
係
（
廿
⑩
二

一
一

ロ
対
象
者
 
出
稼
ぎ
に
出
る
 
一

番
内
線
二
八
〇
二
一
八
一
一
番
）
 

方
及
び
出
稼
ぎ
中
の
留
守
を
守
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

市税完納にご協力 を 

市税をまだ納めていない方はありませんか。納期が過

ぎた市税は次のとおりです。 

いま一度お宅の納付書をお確め下さい。 

「税金は福祉社会の入場料」 

町
）
、
佐
藤
清
明

（
太
刀打
）
、
 」
 

伊
藤
徳

一
 
（
田
町）
、
土
岐
恒

太
郎
（
神
山
）
、
寺
田
清
（
鎌

谷
町
）
、
前
田
貢

（漆
川
）
、
 

山
口
ま
つ
え
（
毘
沙
門
）
、
鎌

田
京
子
（
若
葉
）
 

ロ
交
通
安
全
優
良
団
体
 

五
所
川
原
交
通
安
全
協
会
松

島
町
支
部
、
斎
勝
建
設
卿
会
社
、
 

長
富
交
通
安
全
母
の
会
 

ロ
交
通
安
全
優
良
学
校
 

中
川
保
育
園
 

ロ
交
通
安
全
協
力
者
 

五
所
川
原
歌
謡
ク
ラ
ブ
 

ロ
老
人
ク
ラ
ブ
対
抗
無
事
故
 

コ
ン
ク
ー
ル
優
良
団
体
 

愛
生
会
（
敷
島
町
）
、
錦
松

会
（
錦
町
）
、
旭
老
会
（
旭
町
 

）
、
柏
生
会
（
柏
原
町
）
、
永

楽
会

（川
端
町
）
、
寿
会
（
中

平
井
町
）
、
幾
朗
会

（幾
島
町
 

ド
 
、，
 

）
、
第
一
喜
楽
会

（
一
野
坪
）
、
 
 る

家
族
の
方
 

ロ
診
断
内
容
 
血
圧
検
査
、
 

尿
検
査
、
心
電
図
検
査
 

ロ
申
込
み
期
間
 
十
月
十
五

日
ー
昭
和
五
十
八
年
三
月
十
五

日
ま
で
。
 

ロ
お
申
込
み
 
市
民
課
出
稼

対
策
係
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
 

(
 

r
 



(529号） ③ 昭和57年（1982年）10月15日 	 広報ごしょがわら 

収入基準の額は、各種控除後の月収全額で粗収入の年収金額に換算したものです。 

ロ建設場所及び種別 広田団地（みどり町2丁目地内） 

ロ政令で定める基準収入 

種 別 構 	造 募集戸数 規 	模 一床
 
戸
面
 
当

積
 

家 	賃 敷 

6 丁押入、 6 丁、 

第 2 種 中層 4 階建 48 
4.5、押入、台所、 
浴室、物置、物入 

68.80m' 26,000円 家賃の 3 カ月分 

ホール 

種 誌ぎミ 
人
  n

v
 
 

人
  

人
  。

ノ
］
  

3 

人 人
  'a

l
 

 
5 

人 

第 2 種 
（月額） 

87,000円以下 1,705 

円 

,999 2,121 
円 

,999 2,535 

円 

,999 2,949 

円 

,999 3,317 
円 

,501 3,680 

円 

,001 

，
 

・
 

鷲議騒 
「市
民
と
警
察
の
音
 

楽
の
集
い
」
を
開催
 

ロ
と
き
 
十
月
二
十
三
日
（
 

土
）
午
後
二
時
ー
午
後
四
時
三

十
分
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ロ
主
催
 
青
森
県
警
察
本
部
、
 

五
所
川
原
警
察
署
 

ロ
後
援
 
五
所
川
原
地
区
警

察
官
友
の
会
他
六
団
体
 

ロ
出
演
 
青
森
県
警
察
音
楽

隊
 ロ

賛
助
出
演
 
鶴
田
中
学
校
、
 

嘉
瀬
奴
踊
り
保
存
会
、
津
軽
「
一

味
線
秀
栄
会
 

ロ
入
場
整
理
券
 
警
察
署
、
 

駐
在
、
派
出
所
で
お
受
け
取
り

下
さ
い
。
 
 

第

一
長
寿
会
（
高

野
）
、
第
一
一

長
寿
会

（高
野
）
、
長
寿
会

（
 

言
 

宣
 

会
 

大 
市
で
は
、
五
十
七
年
度
に
広

田
団
地
に
建
設
す
る
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

ロ
募
集
期
間
 
十
月
二
十
一
一

日
か
ら
十
一
月
六
日
ま
で
 

ロ
入
居
王
疋
日
 
十
二
月
一
一

十
二
日
ー
二
十
三
日
 

ロ
入
居
者
の
選
考
 
市
営
住
 

宅
管
理
条
例
第
九
条
の
規
定
に

よ
り
実
態
調
査
を
行
い
、
市
営

住
宅
入
居
者
選
考
委
員
に
は
か

っ
て
決
め
ま
す
。
 

ロ
入
居
資
格
 

1
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

方
 
 

中
泉
）
、
長
生
会

（杉
派
立
）
、
 

寿
光
会

（本
町
）
、松
鶴
会
（
松
 

2
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤

務
場
所
を
有
す
る
方
 

3
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
 

4
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な

い
方
 

5
政
令
で
定
め
る
基
準

の
収

入
の
あ
る
方
 

ロ
申
込
み
手
続
き
 

①
入
居
申
込
書
、
②
所
得
金

額
計
算
書
（
給
与
所
得
者
は
昭

和
五
十
六
年
分
源
泉
徴
収
票
、
 

給
与
以
外
の
所
得
者
は
昭
和
五

十
六
年
分
所
得
証
明
書
を
添
付

す
る
こ
と
）
、③
住
民
票
の
謄
本
 

（婚
約
中
の
方
は
、
双
方
の
住

民
票
）
、④
市
税
等
を
滞
納
し
て
 
 

島
町
）
、老
ク
寿
会

（
千鳥
町
）
 

（敬
称
略
）
 

い
な
い
証
明
書
（
源
泉
徴
収
票

添
付
者
は
不
要
）
、⑤
婚
約
者
は

婚
約
証
明
書
（
以
上
各
一
部
提

出
の
こ
と
）
。
 

ロ
申
込
み
先
 
市
社
会
課

・

住
宅
係
（
廿
⑩
二
一

一
一
番

・

内
線
二
六
三
番
）
 

ロ
ご
注
意
 
こ
れ
ま
で
空
家
 

住
宅
の
入
居
申
込
書
を
提
出
さ

れ
た
方
で
も
、
新
規
募
集
で
す

の
で
、
新
た
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
 

申
込
書
等
は
本
人
が
持
参
す

る
こ
と
。
申
込
書
に
は
、
現
住

所
、
連
絡
先
、
電
話
番
号
等
を

明
記
す
る
こ
と
。
 

私たちは、交通事故のない明るく住

みよい郷土を築くために、広く運動を

展開して参りました。 

しかしながら、今年の交通事故は昨

年の同期に比較して、件数、傷者とも

若干減少したものの、死者は著しく増

加しており、誠に憂慮に堪えません。 

私たちは、本日の交通事故防止市民

大会を契機に、人命が何ものにもかえ

がたいものであることを自覚し、自か

ら正しい交通ルールとマナーを身につ

けるとともに、交通事故の現状と実態

を把握し、新たな決意のもとに関係機

関、団体との連携を密にし、悲惨な交

通事故絶滅のためなお一層努力するこ

とをここに宣言いたします。 

昭和57年 9 月27日 

五所川原市交通事故防止市民大会 

市
営
住
宅
の
入

居
者
を

募
集
 
広
田
団
地
 



i規程の決定 審議会委員の選挙・評価員の選任 換 地 の 設 計 

蕎漂の決定 

響齢鍵喫響を経て、事 

rく整理前〉 

審議会は．当該権利者の意見

反映のための機関として， 十

地所有片・借地権者から声ば

れて事業施行の重要な事項に

ついて審議しますc また十地

建物の評価のため評価員が審

議会の同意を得て選任されま 

すに 
審議会の設置 

評価員の選任 

皆さんの中から代表を選出し
ます。 

く整 理 後） 

事業計画及び個々の宅地の現

況等にもとづき，整理後の宅

地の区画を設計します。 

換地の設計と縦覧 

新し＜定められる土地の位置な
どの呈示をします。 

仮 換 地 の 指 定 

移転や 1_ 事の必要から，審議

会の意見を聞き．換地の前提

となる仮りの換地（仮換地）を

指定します。 

、
 

街区に従って新町名， 

変更・整理を必要に応

います。 

r 

、(C) 

仮換地への建物の移転や工事を
実施レます。 

p 	 

)G) 

建築物の移転通I言扇元‘コ 
仮換地が指足されると現在地

から仮換地への建物等を移転

することになります。これに

件行して道路， ト水道，電気

ガス，水道等の工事を行いま

す。 

仮換地の指定 

換地の位置・範囲等を仮に指定
します。 

／ー~ ノ 

(F) 

ノ 

⑨
ロ
 

旧
 

、
 

⑧
目
 

	f 

財
産
区
議
会
議
員
決
ま
る
 

部地区土地区
画整理鱗行地区 

十
月
十
三
日
の
任
期
満
了
に

伴
う
原
子
、
羽
野
木
沢
、
俵
元

財
産
区
及
び
前
田
野
目
財
産
区

議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
、

九
 

月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
立
候
補
者
数
が

選
挙

す
べ
き
議
員
の
定
数
を
超
え
な

い
の
で
、
九
月
二
十
七
日
選
挙
 

南
部
地
区
施
行
区
域
内
 

に
お
け
る
建
築
制
限
 

市
で
は
南
部
地
区
土
地
区
画
 
事
業

の
円
滑
な
施
行
を
確
保
す

整
理
事
業
と
し
て
、
昭
和
五
十
 
る

た
め
に
建
築
の
制
限
を
行
う

六
年
十

一
月
七
日
（
県
告
示
九
 
も

の
で
す
。
 

二
六
号
）
を
も
っ
て
都
市
計
画
 
対

象
区
域
は
次
の
と
お
り
で

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
 
す
。
 

決
定
に
よ
り
、
当
区
域
内
に
今
 
※
南
部

地
区
土
地
区
画
整
理

後
、
建
築
物
等
の
新
築
及
び
増
 
事
業
区

域
 

改
築
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
 

鳥
森
、
八
重
菊
、
下
り
枝
、
 

都
市
計
画
法
第
五
十
三
条
第
一
 
湊

字
千
鳥
、
姥
池
字
桜
木
地
内

項
が
適
用
さ
れ
市
長
の
許
可
を
 
問
い

合
わ
せ
先
 
市
都
市
計

必
要
と
い
た
し
ま
す
。
 

画
課
（
廿
⑩
二
一
一
一

番
内
線

こ
れ
は
計
画
の
実
現
に
向
け
、
 
二
三
五
番
）
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(529号） ④ 

市では南部地区土地区画整理事業として街づくりの計画を進めており 

ますが、このことについて、今後事業のしくみ等について連載して内容 

を深めていきたいと考えております。今回はこ事業の流れさです。 



区画整理とはミ 
風総ミ…線ミ総ミで くA 	 、 	、 

清算金の徴収・交付・その他 

’ド業の最終段階として，みな

さんの換地の不均衝を金銭に

より是正する。（これを「渚算

金の徴収，交付」といいます。） 

など心要な調整を行います。 

清算金の徴収・交付 

土地・建物の登記 

換地処分の後1 ~地，建物の

変動に伴う登記を施行者が

括して行います 

土地・建物の登記 

一
区
 

い
 地

一
打
 

し
 
番
〉
、
 

新
 
新
 
じ
 

,
 

会
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
次
の
方

々
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

ロ
原
子
、
羽
野
木
沢
、
俵
元

財
産
区
議
会
議
員
当
選
者

（定

数
十
人
）
 

阿
部
千
代
三
郎
（
6
1、
羽
野

木
沢
）
、
小
林
義

一
 （
5
1、
原

子
）
（伊
藤
健
一
 
（5
4、
原
子
）
、
 

川
口
喜
代
美
（
5
1、
原
子
）
、伊

藤
紘
造
（
4
0、
俵
元
）
、三
上
丸

司

（
5
3、
俵
元
）
、小
林
進
（
4
6、

 

換 地 処 分 

すぺての~事が元 fしたI妾

換地計画を作成し，その内容 

（各筆明細書，各筆各権利者別

清算金明細など）を関係権利

者あて通知します。 

換地処分 

換地や清算金が確定します。 

一如I 
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区画整理事業の流れ 

施行区域の決定 

 

現形測量・調査の実施 

   

事業計画・施’ 

事業の基本て子

計画等について

をきき，知事に

の認可を経てi・ 

基本構想の策定 

           

 

まちづくりの観点から事業を

施行する地区を選定し，みな

さんの意見を反映した都市計

画の決定をします。 

施行区域の決定 

  

’ド業を足めるため上地及び， 

建物等の現況を正確に把握し

ます。 

諸調査現形測量 

     

 

雷
 

   

I奮’" 

   

 

虜嬰 

r圧円”“ 

  

 

都市計画で区域を決めます。 

   

区域の最新の状況を把握します． 

    

町の将来の骨組を計画します 

           

現代の生活になくてはならない道路， 

公園，広場，排水施設などをととのえ

個々の宅地も整形にし，住みよい健康

的な町を土地区画整理法にもとづいて

皆さんの力で造ることです。 

新しい街にあわせて施行者が
書きかえます。 

年
）
、清
野
洋
子
（
五
小
六
年
）
、
 

島
谷
佳
子
（
五

一
中
二
年
）
 

ロ
作
文
 

神
和
也
（
梅
泉
小
四
年
）
、中

道
陽
子
（
五
小
六
年
）
、今
郁
与
 

（
五
一
中
三
年
）
 

ロ
習
字

・
書
道
 

これで区画整理は終りです。 

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
小
 

・

中
学
校
児
童

・
生
徒
の
作
品

展
が
九
月
十
七
日
か
ら
三
日
間
、
 

本
町
中
三
デ
パ

ー
ト
で
開
か
れ
、
 

親
子
づ
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

作
品
展
は
、
ご
み
処
理
施
設

等
の
見
学
を
中
心
に
市
が
募
集

し
た
標
語
、
作
文
、
習
字
、
図

画
な
ど
を
展
示
し
た
も
の
で
、
 

六
百
十

一
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
 

部
門
別
の
特
別
賞
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

ロ
標
語
 

工
藤
ま
ゆ
み
（
松
野
木
小
四
 

誘麟 I 
ボ綴に 

AI鯵 

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
で
作
品
展
 

小
野
敬
子
（鶴
ケ
岡
小
五
年
）
、
 

川
浪
悦
子

（同
六
年
）
、須
藤
薫
 

（
五
一
中
三
年
）
 

ロ
図
画

・
ポ
ス
タ

ー
 

木
村
ひ
で
き
よ
（
五
小
二
年
）
、
 

小
野
俊
也
（
鶴
ケ
岡
小
六
年
）
、
 

相
馬
由
紀
子
（
五
一
中

一
年
）
、
 

（敬
称
略
）
 

羽
野
木
沢
）
、阿
部
寿
朗
（
4
8、

 

原
子
）
、伊
藤
博
治
（
5
6、
俵
元
）
、
 

外
崎
富
保
（
5
4、
俵
元
）
 

ロ
前
田
野
目
財
産
区
議
会
議

員
当
選
者

（定
数
六
人
）
 

新
谷
英
蔵
（
4
5）
、新
谷
武

一
 

(3
8）
、斎
藤
昭
次
郎
（

5
1）
、新

谷
順

一
 
（4
4）
、
斎
藤
鉄
四
郎
 

(
5
5）
、大
坂
清
蔵
（
3
7)
 

（敬
称
略
）
 



月 	日 時 	間 会 場 行 	事 団 体 名 
10 	Ii 	24 	日 9 .00-- 16.00 巾央公民館 第'9回 県ト川柳大会 川柳岩木吟社 

10 	月 	31 	日 9 .00-16.00 中央公民館 市 民 茶 会 

茶道表干家、茶道裏I・ 

家、煎茶方円流、茶道 

遠州会、茶道江戸干家 

10月3'日～ii月 3日 9 .00-16.00 中央公民館 菊花展示 会 五所川原晩香会 

11 	月 	2 	日 19.00-21 .00 中央公民館 謡曲 大会 五所川原宝生会 

11月 2 日～ 3 日 9 .00-16.00 中央公民館 

書道展示会 五所川原書道会 

洋裁展示会 中央公民館洋裁教室 

盆栽展示会 五所川原盆栽会 

盤景展示会 五所川原紫操会 

絵画展示会 五所川原チャ チル会 

華道展示会 華道小原流 

華道展示 会 華道遠州流 

華道展示 会 市互助会茶華道部 

老人クラブ趣味作品展示会 市老人クラブ連合会 

11 	月 	3 	日 10.00~ 16.00 市民文化会館 第22回県ド俳句大会 五所川原俳句会 

11 	月 	3 	Fl 9 .00- 16.00 中央公民館 山、高山植物写真、映写会 l“ 	の 	会 

一
  

10.001il一 00 

市
 
ハ
 
日
 
一
 

筆曲（琴）発表会 松 	葉 	会 

11.05--il .50 民謡手踊発表会 五所川原民謡協会 

11.55-12.20 尺 八 発 表 会 的 	泉 	会 

12.25-13.10 
大
 
<
 

ハ
 
 
"
 

 筆曲（琴）発表会 木 の 実 会 

13.15-14.15 詩 吟 発 表 会 五所川原吟味会 

14.20-16.00 日本舞踊発表会 綾 	扇 	会 

11 	月 	14 	日 10.00~ 14.00 中央公民館 植物研究発表会 津軽植物の会 

11 	月 	21 	日 9 .00-16.00 中央公民館 第221n］県ド短歌大会 五所川原短歌会 

12 	月 	4 	日 16.30-20.30 市民文化会館 合唱団発表会 五所川原合唱団 

第22回 市民総合文化祭 

一おそろいでどうぞ＝= 

いよいよ文化祭の季節となりました。市の文化団体による総合発表 

会がありますので、ご家族おそろいでおいで下さい。 

主 催 五所川原市文化振興会議 

ロ
と
き
 
十
月
二
十
二
日
（
 

金
）
午
後
六
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
 ロ

講
師
 
三
浦
雄
一
郎

氏
（
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
）
 

ロ
テ
ー
マ
 

「
今
こ
そ
、
 

子
ど
も
に
必
要
な
冒
険
教

育
を
」
 

ロ
入
場
 
無
料
で
す
。
 

ロ
そ
の
他
 
三
浦
雄
一

郎
氏
の
ス
キ
ー
映
画
上
映
 

後
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

ロ
お
問
合
わ
せ
 
市
教
育
委

員
会

‘
社
会
教
育
課
（
廿
⑩
一
一

一
一
一
番
‘
内
線
二
五
〇
番
）
 

ロ
主
催
 
市
連
合
P
T
A

・
 

国
民
年
金
に
付
加
年
金
制
度

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
 

若
い
う
ち
に
保
険
料
を
多
く

納
め
て
、
将
来
、
よ
り
多
い
年

金
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る

人
は
、
定
額
保
険
料
に
付
加
保

険
料
を
加
え
る
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。
 

市
教
育
委
員
会
 

ロ
後
援
 
五
所
川
原
青
年
会
 

議
所

‘
五
所
川
原
市
ス
キ
ー
協
 

八
ム
 

付
加
保
険
料
は
、
 ー
カ
月
四

〇
〇
円
で
、
定
額
保
険
料
を
納

め
て
い
る
人
な
ら
誰
で
も
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

老
齢
年
金
の
額
は
、
保
険
料

を
納
め
た
期
間
に
応
じ
て
計
算

さ
れ
ま
す
か
ら
、
定
額
保
険
料

の
ほ
か
に
付
加
保
険
料
を
納
め
 

て
い
る
人
は
、
そ
の
納
め
た
期

間
に
応
じ
て
、
 一
定
の
額
が
上

積
み
さ
れ
た
多
い
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
の
で
、
手
続
き
が
早

け
れ
ば
、
早
い
ほ
ど
有
利
に
な

り
ま
す
。
 

ご
希
望
の
人
は
、
お
早
め
に

市
役
所
の
国
民
年
金
係
で
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
 

人
権
擁
護
特
設
相
 

談
所
 
を

開
設
 

第
三
十
四
回
人
権
週
間
（
十
 

二
月
四
日
ー
十
日
）
を
記
念
し
 

て
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
 

家
庭
内
の
い
ぎ
こ
ざ
、
借
地
 

・

借
家
、
金
銭
貸
借
、
戸
籍

・

登
記

・
相
続
、
離
婚
、
損
害
賠

償
等
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
二
月
四
日
午
前

十
時
ー
午
後
三
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
大
町
丸
友
デ
パ
 

ー
ト
二
階
催
事
場
 

ロ
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
、
 

法
務
局
職
員
 

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。
 

自
衛
隊
生
徒
募
集
 

ロ
募
集
人
員
 
陸
約
二
百
五

十
人
、
海
約
六
十
人
、
空
約
五

十
人
 

ロ
資
格
 
中
卒
（
見
込
み
）
 

十
七
歳
未
満
者
 

ロ
受
付
期
間
 
十

一
月
一
日
 

ー
十
二
月
十
八
日
 

ロ
試
験
期
日
 

一
次
 
五
十
八
年

一
月
五
日

二
次
 
五
十
八
年
一
月
十
六

日
ー
十
八
日
 

ロ
合
格
発
表
 
五
十
八
年
一
一

月
二
十
六
日
 

ロ
入
（
校
）
隊
 
五
十
八
年

三
月
下
旬
 

ロ
待
遇
・
そ
の
他
 

修
学
年
限
四
年
、
卒
業
時
三

等
陸

・
海
・
空
曹
 

ロ
お
間
合
わ
せ
 

青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
原

募
集
事
務
所
（
廿
⑩
二
三
〇
五

番
）
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三
浦
雄

一
郎
氏
 （
プ
ロ
ス
キ
 

ー
ヤ

ー
）
を
迎
え

て
文
化
講演
会
 

付
加
保
険
料
納
め
よ
り
多
い

年
金
を
 

r
 

r
 



と
な
る
 

一
一
四
三
番）
 

児
童
は
 

主
と
し
 

て
共
稼
 

市立図書館 

「秋
の
火
災
予
防
運
動
」
 

防
火
対
策
、
ま
ず
家
庭
か
ら
 

十
月
二
十
八
日
か
ら
十

一
月
 

1
、
身
体
不
自
由
者
等
を
中

三
日
ま
で
の
一
週
間
、
 
「
秋
の
 
心

と
し
た
焼
死
防
止
対
策
の
徹

火
災
予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
 
底
 

止
 

す
。
 

2
、
家
庭
に
お
け
る
防
火
対

火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
 
策
の

推
進
 

意
し
て
下
さ
い
。
 

3
、
防
火
対
象
物
に
か
か
わ
 

統
一
標
語
 

る
防
火
安
全
の
確
保
 

「火
の
用
心
、
心
で
用
心
、
 
 

4
、
防
災
機
器
の
普
及
の
推
 

目
で
用
心
」
 

進
 

重
点
目
標
 

五
所
川
原
地
区
消
防
本
部
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I
I
、
 

コ
 

ュニティセンター栄 

コ
ミ
 
ぎ

家
庭
、
母
子

・
父
子
家
庭
の

ュ
ニ
テ
 
小
学

校
低
学
年
「

一
年
ー
三
年

ィ
セ
ン
 

」
 
の児
童
 
「
か
ぎ
つこ
」
 
であ

タ
ー
栄
 

り
、
交
通
事
故
や
非
行
か
ら
守

に
、
栄
 

り
、
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と

小
学
区
 
を
願
っ

て
開
設
し
た
も
の
で
す
。
 

留
守
家
 
入
会
を

希
望
す
る
児
童
の
父

庭
児
童
 
兄
は
、

市
福
祉
事
務
所
ま
で
お

会
が
開
 

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

設
さ
れ
 

口
連
絡
先
 

ま
し
た
。
 

市
福
祉
事
務
所
児
童
係
 

対
象
 
（
廿
⑩

ー
二

一
一
一
番
内
線
 

留
守
家

庭
児
童
会
が

開
設
 

灘響締噛 

ーご利用下さし、 

書 	 名 著 者 名 書 名 著 者 名 

＼
 
「
 

）
 
「
 
東
 

＼
 
知
 
眼
 

《
 

唯
 

細
 
「
 

「
 

A
 i
I
$
8
 

『
 
』
 

m
  

、
 
華
 

向
 
ン
 

字
 

卜
 
ョ
 

N
 
な
 

胡
 

‘
・
 
割
 
ま
 
の
 

ヒ
 
ゴ
新
 

帝
 
叱
 

？
、
 
く

美
 
加
 

m
 
昧
 

の
 
と
 

」
J
 婦
 
生
 

か
 

ち
 
離
 
か
 

唯
 
と
 

わ
 
の
 

加
 

イ
 
引

統
 
史
 
海
 

の
 
識
 

郷
 
夜
 

波
 
計
 

本
 
早
早
 

8
2
 

 

軽
 
屋
 

培
術
 
た
 
一
 

相
心
 
形

日
 
あ
 

ふ
 
人
 

異
 
乃
 
二
 

写
 

豊
 
子
 

女
 

日
 

陽
 
女
 

文
 
リ
の
 
季
 
お
 

ス
 
手

本
 

・r
 
目
 

F
 
才
 

一
 
て
 

・
 
も
 
た
 
畔
 

ご
一
 
女札
 
什
 

ノ
 
新
 

ん
 

ペ
 

・フ

イ
 

る
 

り
 

間
 
体
 

ュ
 
真
 
カ
 

拍
 

1
 
*
 
だ
 
補
 
ン
 

ペ
 
ノ
 
‘

っ
 

北 村 哲 郎 
酢
ノ
 

v
 
／し
 
ノ
v
 
I，
 

、
ノ
 

？
 

ー
 

手
 

車
 

と
 

ー
 
の
 
闘
 

8
  

子
だ
 
誤
 
禽
 
青
 

玉
 

鳥
 
可
 
独
 
ブ
 

喪
 
漆
 

神
 
謎
 
憂
 

蜜
 
太
 
戦
 
他
 
哀
 

東
 

僕

っ
 

い
 

の
 
の
 
一
異
 

ノ
 

霧
 

雅
 
「
い
一
 

霧
 

ー
  

生
た
 
訳
 
獣
 
炎
 

緒
 
歌
 
家
 

と
 
後
 

失
 
で
 

変
 
骨
 

子
 
件
 

ス
 
影
 
し
 

だ
 
ロ
 

零
 

圭
 

1
 
）
一
 
な
 

0
 
男
 

与
 

人
 

ス
 

皿
 

L
 
降
 

0
  

出
 
訳
 

り
 

ア
 

の
 

州
 
の
 

列
 
治
 
国
 

町
 

2
  

の
 

）説
 

に
 
し
 
→
 

H
 

ー
 

人
 
が
 

。
  

等
 
午
 

中
 
事
 

モ
 

茎
 
湖
 
キ
 

供
 

リ
 

旦
一
 

月
 

宰
 

ノ
 
惣
 
北
 
 

ー
 

k
 

留
 
コ
 

，
い
 
8
 
0
  

三 上 寛 

酒 井 美意子 別 宮 貞 徳 

桐 島 洋 子 川 端 康 成 

アレキシス 
・カレル 中 里 恒 子 

古文書解読
指導研究会 

芝 木 好 子 

戸 川 幸 夫 五 木 寛 之 

水 野 晴 郎 徳大寺 典 

アルビン・ 
トフラー 

花 田 二 徳 

三井信託銀行 田 中 康 夫 

エリック・ 
ローフス 

三 国 ― 郎 

夏 樹

藤 沢 

静 

周 

子 

平 

日本書籍出版社 栗 本 薫 

三 好 京 三 

林 	えり子 

祖父江 孝 男 

赤 石 

長谷川 

西 村 

宏 

弓 子

京太郎 

吉 田 義 雄 尾 沢 多江子 

佐 藤 雅 子 笹 沢 左 保 

福 島 普 徳 芦 野 英 子 

天 本 英 世 椎 名 誠 

康 辺 ャ コ 宮 脇 俊 三 

農業転職訓練生募る磐魁瞥 
ロ対象者 農業委員会が農業構造の改善に伴い、農業従事 

者以外の職業につこうとする農業従事者であると認め、証明 

書を交付された方で、 

1‘農業従事者であること。 

2 ．ほかに安定した職業についていないこと。 

3 ．農業構造の改善に伴い、農業従事者以外の職業につこ 

うとしていること。 

ロ実施主体 青森県 

ロ実施期間 58年 1月一13 月末まで 

ロ募集人員 10人 

ロ募集開始 11月1日から 

ロ申込み先 五所川原公共職業安定所、または市・商工観 

光課 

ロ入校中の特典 

1，授業料は無料 

2 ．実習用器具及び教材は貸与 

ロ中高年齢失業者には、次の手当が支給されます。 

①基本手当 日額 2,400円（雇用保険受給者は、保険日 

額支給） 

②受講手当 日額 580円 

③通校手当 通校に要する経費（限度額18,250円） 

ロ選考日 12月20日（月）の予定 

ロ場 所 五所川原公共職業安定所（会議室） 

その他、詳細については五所川原公共職業安定所（ロ⑩31 
71番）または木造技術専門校（ft4}2424番）及び市・商工観 

光課（廿⑩21 11・内線 259番）へお問い合わせ下さい。 

, 
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乳幼児の健康診査 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ 受 付 時 間 午後12時45分～1時15分まで 

ロ 持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けて 

いる乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

月 齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ月児 
昭和57年 7 月
生まれの乳児 

11月 9 日 

旧中央公民館 6 カ月児 
昭和57年 4 月
生まれの乳児 11月16日 

1
6
 

日
『
 
歳
児
 

カ
  

昭和56年 5 月
生まれの幼児 11月30日 

市
と
五
所
川
原
市
民
保
健
 
ロ
と

こ
ろ
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
 

協
議
会
で
は
、

次
の
日
程
で
 
ィ

セ
ン
タ
ー
栄
 

「移
動
健
康
教
室
」
を
開
き
 
ロ
テ

ー
マ
 

「小
児
に
多
 

「小
児
に
多

い
伝
染
病
」
鶏
難
 

ま
す
。
 

い
伝
染
病
」
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 
 

ロ
講
 
師
 
都
谷
森
小
児
 

ロ
と
 
き
 
十
一
月
五
日
 

科
院
長
 
都
谷
森
茂
氏
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

子
供
と
お

年
寄
り
が

運
動
会
 

さ
わ

や
か

秋
の
日
曜
日
 

次の方々の加入期限がさし迫っ

ていますノ加入手続きを早く．ノ 

⑨若い後継者のための安い保険料（特定保険料） 

特定保険料とは、将来の農業生産を担う若い後継

者を優遇する制度で、一般保険料に比べ 3 割ほど安

くなっています。特定保険料適用の要件としては、 

①35歳未満であること②農業に常時従事しているこ

と③後継者を指定した経営主の経営面積が 120アー 

ル以上あることーのすべてに該当していることが必

要です。 

※後継者の方は、この制度を活用して早く加入し

て下さい。農業者年金は早く加入するほど有利

になるしくみになっていますので、加入する資

格のある人は、今すぐに加入しましょう。 

対象生年月日 加人手続期限 区 	分 

日
 

J'
 
J
1
 

1
0
 

 
和

一
 

1
1
 
5
6
 

年
年
 
月
月
 

2
1
 

日
”
口
 

昭和58年 1月末 [I 農業経営主 

昭和17年10月 2 日 
-17年11月 1日 

昭和57年10月末日 農業後継者 

昭和17年11月 2 日 
-17年12月 1日 

昭和57年11月末日 農業後継者 

わ
ら
焼
き
は
や
め
よ
う
 

稲
刈
り
時
期
を
迎
え
、
今
年

も
わ
ら
焼
き
の
煙
害
が
気
が
か

り
で
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
 

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
も
わ
ら
焼
き
防
止
に
ご
協
力

下
さ
い
。
 

わ
ら
焼
き
に
よ
る
煙
害
は
、
 

ご
承
知
の
よ
う
に
目
や
の
ど
を

痛
め
る
ば
か

り
で
な
く
、
視
界

が
さ
え
ぎ
ら
れ
交
通
事
故
の
原

因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
市
民
の
日
常
生
活
や

健
康
を
お
び

や
か
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
稲
わ
ら
は
、
た
い
肥

づ
く
り
な
ど

に
役
立
て
る
よ
う

努
め
、
空
気
の
澄
ん
だ
住
み
よ
 
 

い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

＠
農
業
の
基
本
は
ま
ず
土
づ
く
 

西
北
中
央
病
院
に
新
築
中
の

精
神
病
棟
、

ェ
ネ
ル
ギ
ー
棟
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
敷
島
分
院

の
精
神
科
は
十
一

月
一
日
移
転

し
、
十

一
月
二
日
か
ら
新
病
棟

で
診
療
し
ま
す
。
 

ま
た
、
精
神
科
の
外
来
、
入

退
院
玄
関
は
、
弥
生
町
側
と
な

り
ま
す
。
 

移
転
に
あ
た
っ
て
、
十
月
三

十
日
（
土
）
か
ら
十
】
月
一
日
 

（月
）
ま
で
の
三
日
間
、
精
神
 

街
頭
献
血
の
こ

案
内
 

移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

⑥
十

一
月
四
日
（
木
）
〇
午

前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
、
旧

鎌
谷
集
会
所
跡
 

〇
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
四
時
ま
で
、
丸
友
デ
パ
ー
ト

駐
車
場
 

あ
な
た
も
一
冊
献
血
手
帳
を
 

り
か
ら
で
す
。
 

⑨
う
ま
い
お
米
は
土
づ
く
り
か
 

ら
で
す
。
 

＠
稲
わ
ら
は
焼
か
な
い
で
土
に
 

か
え
し
ま
し
ょ
う
。
 

科
の
外
来
は
休
診
と
な
り
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

面
会
時
間
が
変
更
 

西
北
中
央
病
院
で
は
午
前
中

医
師
の
回
診
、
処
置
を
は
じ
め

入
院
患
者
が
治
療
に
専
念
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
十
月
一
日
か

ら
面
会
時
間
を
午
後
二
時
か
ら

午
後
七
時
ま
で
に
変
更
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 
 

ス
プ
ー
ン
競
争
に
子
供
た
ち
の

盛
ん
な
声
援
を
受
け
、
子
供
た

ち
も
玉
拾
い
競
争
や
遊
戯
を
披

露
し
、
お
年
寄
り
た
ち
か

ら
拍

手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

市
立
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
／
、
 

る
み
園
」
と
 
「
ひま
わ
り
児
童

館
」
 
の
合同
運
動
会
が
九
月
十

九
日
、
同
館
の
前
庭
で
行
わ
れ

家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
い
ひ
と
と
 

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

運
動
会
に
は
老

人
ホ
ー
ム
の

入
園
者
と
そ
の
家
族
、
児
童
館

の
子
供
た
ち
と
父
兄
も
参
加
、
 

お
年
寄
り
た
ち
の
ア
メ
食
い
や
 

西
北

病
院

の
精
神
病
棟
等
が

完
成
 

r
 

r
  
広
報

紙
の
早
期
配
布
に
こ
協
力
下
さ
い
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